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あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
あ
つ
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
日
本
委
員
会
の
舵
取
り
役
を
担
う
理
事
長
職
の

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
植
松
誠
先
生
は
、
二
期
四
年
に
わ
た
っ
て
理

事
長
を
務
め
ら
れ
、
深
い
宗
教
性
と
穏
や
か
な
お
人
柄
に
よ

っ
て
、
委
員
会
を
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
と
り
わ
け

第
十
回
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
世
界
大
会
（
ド
イ
ツ
・
リ
ン
ダ
ウ
）
に
お

い
て
日
本
委
員
会
の
代
表
と
し
て
、
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
第
９
回
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
大
会
（
東

京
）、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
創
設
50
周
年
記
念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
京
都
）と
い
う
大
き
な
催
し
を
成
功
に
導
か
れ
る
な
ど
、
常

に
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

新
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
戸
松
義
晴
先
生
（
浄
土
宗
心
光

院
住
職
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
副
所
長
）
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
神
学
校
で
生
命
倫
理
学
を
学
ば
れ
、
現
在
も
国
際
医
療

福
祉
大
学
特
任
教
授
と
し
て
生
命
倫
理
の
講
義
を
英
語
で
行

わ
れ
る
な
ど
、
日
々
い
の
ち
の
尊
厳
を
守
る
歩
み
を
続
け
て

お
ら
れ
ま
す
。
日
本
委
員
会
の
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

そ
こ
に
新
た
な
展
望
が
開
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
起
こ
り
、

日
本
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
早
々
に
紛
争
和
解
と
人
道
支
援

に
取
り
組
む
べ
く
勧
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
有

り
難
い
こ
と
に
加
盟
教
団
の
皆
さ
ま
か
ら
一
億
円
を
超
え
る

浄
財
を
頂
戴
し
、難
民
支
援
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、

海
外
の
諸
宗
教
者
を
招
い
た
和
解
の
た
め
の
円
卓
会
議
（
東

京
）
開
催
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
支
援
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
日
本
委
員
会
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ば
か
り
で
な
く
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
も
物
的
・
財
的
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が
推
進
す
る
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
人
身
取
引
防
止
、
い
の
ち
の
尊
厳
教
育
、
平
和
構
築
と

和
解
な
ど
の
重
点
実
施
事
業
）
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
役
割

の
大
き
さ
を
踏
ま
え
て
、
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。

　

今
後
十
年
間
の
日
本
委
員
会
の
方
向
性
を
定
め
た
「
ア
ジ

ェ
ン
ダ
２
０
３
０
」
に
つ
い
て
は
、
年
々
活
発
化
し
て
い
る

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
特
別
事
業
部
門
）
や
常
設
委
員
会
を
通

じ
て
、
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
青
年
部
会
が
発
足
50
周
年
を
迎
え
る
年
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
節
目
を
機
に
、
次
代
を
担
う
青
年
宗
教
者
の

皆
さ
ま
が
、
そ
の
使
命
を
再
確
認
し
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
く

だ
さ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
私
ど
も
も

側
面
か
ら
応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

新春挨拶
WCRP日本委員会 会長
立正佼成会 会長

庭野日鑛
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
も
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委

員
会
の
た
め
に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
世
界
を
揺
る
が
す
大
き
な
出
来
事
が
起
こ
り
ま

し
た
。
２
月
24
日
、
突
然
ロ
シ
ア
軍
が
隣
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
ま
し
た
。
進
攻
を
受
け
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
が
犠
牲
と
な
り
、平
和
に
暮
ら
し
て
い
た
街
を
追
わ
れ
、

現
在
も
国
内
外
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

人
数
は
国
内
６
０
０
万
人
、国
外
に
８
０
０
万
人
と
言
わ
れ
、

多
く
は
女
性
や
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

こ
の
事
態
に
対
し
、
国
連
や
主
要
国
は
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
世
界
の
平
和
を
保

っ
て
き
た
安
全
保
障
体
制
は
大
き
く
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
そ

れ
と
同
時
に
、
世
界
の
人
々
は
21
世
紀
に
起
き
た
こ
の
事
態

を
、
す
ぐ
に
は
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
は
、
３
月
２
日
に
緊
急
声
明
を
発

表
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
避
難
民
に
対
す
る
人
道

支
援
募
金
を
開
始
し
ま
し
た
。
７
月
か
ら
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
難
民
が
逃
れ
た
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
を

派
遣
し
、
10
月
ま
で
に
４
隊
を
送
り
出
し
支
援
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
委
員
会
と
し
て
、
海
外
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
隊
を
派
遣
す
る
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
９
月
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
と
し

た
紛
争
地
域
の
宗
教
指
導
者
を
日
本
に
招
き
、
対
話
の
た
め

の
諸
宗
教
平
和
円
卓
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
実
際
に
顔
を

合
わ
せ
て
語
り
合
い
、相
手
の
文
化
を
知
り
、思
い
を
知
る
。

こ
こ
か
ら
平
和
へ
向
け
た
協
働
の
歩
み
が
始
ま
る
の
だ
と
確

信
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
取
り
組
み
は
、
こ
の
よ
う
に
、
祈
り
と
と
も

に
現
場
に
身
を
置
き
、
人
と
出
会
い
、
語
ら
い
、
自
分
の
こ

と
と
し
て
思
い
を
は
せ
る
、
そ
し
て
行
動
す
る
。
平
和
構
築

の
た
め
に
「
思
い
を
か
た
ち
に
す
る
」
と
こ
ろ
に
社
会
的
使

命
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
も
、こ
の
活
動
の
中
核
を
担
う
、ス
ト
ッ
プ
！

核
依
存
・
和
解
の
教
育
・
災
害
対
応
・
気
候
危
機
・
人
身
取

引
防
止
の
５
つ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
、
平
和
研
究
所
、
女
性

部
会
、
青
年
部
会
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
、
平
和
を
つ
く

る
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
青
年

部
会
は
発
足
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
未
来
の
世
界
の

平
和
を
担
う
宗
教
青
年
に
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

卯
年
を
迎
え
た
本
年
も
、
コ
ロ
ナ
禍
が
見
通
せ
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
ょ
う
が
、
一
足
飛
び
に
は
い
か
ず
と
も
、
思
い

を
か
た
ち
に
す
る
た
め
に
着
実
に
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、日
本
委
員
会
の
役
員
は
じ
め
、

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
、
関
連
団
体
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新春挨拶
WCRP日本委員会 理事長
浄土宗総合研究所副所長・浄土宗心光院住職

戸松義晴
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Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
代
表
会
長
の
来
日

　

韓
国
宗
教
人
平
和
会
議
（
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）の
ソ
ン
・

ジ
ン
ウ
代
表
会
長
、
キ
ム
・
テ
ソ
ン
事
務
総
長
が

昨
年
12
月
21
日
に
来
日
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員

会
の
戸
松
義
晴
理
事
長
、
篠
原
祥
哲
同
事
務
局
長

と
懇
談
し
た
。
今
回
の
来
日
は
、
昨
年
、
ソ
ン
・

ジ
ン
ウ
師
が
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
代
表
会
長
に
新
た
に
就
任

し
た
こ
と
に
よ
る
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
へ
の
表

敬
訪
問
が
目
的
で
あ
る
。

　

Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
、
１
９
８
６
年
６
月
に
ソ
ウ
ル
で

開
催
さ
れ
た
第
３
回
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
大
会
を
契
機
に
発

足
し
た
。
現
在
、
天
道
教
、
儒
教
、
仏
教
、
カ
ト

リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
圓
仏
教
、
民
族
宗

教
の
七
つ
の
宗
教
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ｋ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
は
、
宗

教
間
の
対
話

に
よ
る
平
和

構
築
を
目
的

と
し
て
お

り
、
韓
国
国

内
の
融
和
や

近
隣
諸
国
と

の
友
好
に
取

り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、

朝
鮮
半
島
の
平
和
に
向
け
た
北
朝
鮮
の
宗
教
者
と

の
対
話
や
、
イ
ラ
ク
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
リ
ラ
ン

カ
な
ど
の
紛
争
国
に
お
け
る
和
解
活
動
も
実
施
し

て
い
る
。

　

Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
、
構
成
さ
れ
る
七
つ
の
宗
教
代
表

者
が
全
員
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
共
同
会
長
を
務
め
、
そ
の

う
ち
の
１
人
が
代
表
会
長
と
し
て
選
出
さ
れ
る
。

来
日
し
た
ソ
ン
代
表
会
長
は
、
儒
教
教
育
機
関
で

あ
る
成
均
館
館
長
を
務
め
て
い
る
。

　

ソ
ン
代
表
会
長
は
、
戸
松
理
事
長
と
の
懇
談
の

中
で
、儒
教
の
成
り
立
ち
や
教
義
な
ど
を
紹
介
し
、

儒
教
の
平
和
思
想
に
つ
い
て
語
っ
た
。
そ
し
て
、

韓
国
と
日
本
の
友
好
こ
そ
が
、
東
北
ア
ジ
ア
や
ア

ジ
ア
全
域
に
お
い
て
平
和
を
も
た
ら
す
原
動
力
と

な
る
と
述
べ
、
日
韓
の
宗
教
協
力
を
さ
ら
に
強
化

し
て
い
く
必
要
性
を
力
説
し
た
。戸
松
理
事
長
は
、

自
身
の
こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
宗
教
対
話
の
経
験

を
語
り
な
が
ら
、
日
本
と
韓
国
の
良
好
な
関
係
構

築
の
た
め
に
は
、
宗
教
者
同
士
の
対
話
・
交
流
が

不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
一
層
、
両
国
の
友
情
を

育
む
た
め
に
尽
力
す
る
と
表
明
し
た
。
ま
た
、
ソ

ン
代
表
会
長
か
ら
、
80
歳
で
博
士
号
を
取
得
し
た

経
験
が
披
露
さ
れ
、
年
齢
に
関
係
な
く
宗
教
教
育

に
お
い
て
は
教
育
者
自
身
の
継
続
的
な
自
己
鍛
錬

が
求
め
ら
れ
る
と
語
っ
た
。

　

翌
日
に
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員

会
の
実
務
担

当
者
に
よ
る

今
後
の
両
国

の
対
話
の
あ

り
方
に
つ
い

て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
た
。

　

特
に
、
日

韓
の
宗
教
指

導
者
交
流
と

青
年
交
流
に

つ
い
て
議
論
し
た
。
日
本
と
韓
国
の
宗
教
指
導
者

に
よ
る
交
流
は
、
２
０
１
６
年
ソ
ウ
ル
に
お
い
て

第
１
回
目
が
開
か
れ
、
第
２
回
目
は
２
０
１
８
年

北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
。
第
３
回
目
を
２
０
２
０

年
に
韓
国
で
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
中
止
と
な
っ
た
。
こ
の

日
韓
宗
教
指
導
者
交
流
に
つ
い
て
、
今
後
の
開
催

を
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
１
９
９
０
年

か
ら
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
日
韓
青
年
交
流
に

つ
い
て
も
、
ま
ず
は
青
年
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
交
流

か
ら
再
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
２
０
０
９
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

韓
国
宗
教
平
和
国
際
事
業
団
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
）
国
際

セ
ミ
ナ
ー
に
関
し
て
は
、
２
０
２
３
年
２
月
ソ
ウ

ル
に
て
対
面
で
実
施
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
拡
大
事
務
局
会
議
の
開
催

　

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
市
内
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
宗

教
者
平
和
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
の
拡
大
事
務
局
会

議
が
昨
年
12
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
。
同
事
務
局
は
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
事
務
総
長
、
副
事

務
総
長
、
事
務
総
長
補
、
東
京
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
の
開
催
目
的
は
、

２
０
２
１
年
に
東
京
で
開
か
れ
た
第
９
回
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
大
会
で
採
択
さ
れ
た
東
京
宣
言
の
具
現
化
に
向

け
て
、
事
務
局
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
す

る
こ
と
、
そ
し
て
、
事
務
局
が
有
機
的
な
連
携
を

可
能
と
す
る
た
め
に
、
事
務
局
内
の
チ
ー
ム
作
り

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　

同
事
務
局
に
は
、
広
大
な
ア
ジ
ア
地
域
の
活
動

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
東
京
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
だ

け
で
な
く
、
ア

ジ
ア
の
主
要
な

地
域
に
事
務
総

長
を
補
佐
す
る

宗
教
者
が
任
命

さ
れ
て
い
る
。

副
事
務
総
長
は

キ
ム
・
テ
ソ
ン

師
（
圓
仏
教
＝

韓
国
）、事
務
総

長
補
の
東
ア
ジ

ア
担
当
は
ガ
オ
・
エ
氏
（
儒
教
＝
中
国
）、
東
南
ア

ジ
ア
担
当
は
パ
ブ
リ
ト
・
バ
イ
バ
ド
教
授
（
カ
ト

リ
ッ
ク
＝
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
南
ア
ジ
ア
担
当
は
、

フ
ー
マ
・
イ
ク
ラ
ム
ラ
氏
（
ム
ス
リ
ム
＝
パ
キ
ス

タ
ン
）、
太
平
洋
地
域
担
当
は
、
ス
ー
・
エ
ニ
ス
博

士（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）。
ま

た
こ
の
会
議
に
は
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
デ
ス
モ
ン
ド
・

カ
ー
ヒ
ル
実
務
議
長
と
神
谷
昌
道
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
も
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
主
に
二
つ
の
内
容
が
議
論
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
中
期
戦
略
に
つ
い
て
の
議

論
（
①
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
さ
ら
な
る
発
展
、
②
各
国
の
宗
教
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
、
③
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ズ
＝
資
金
調

達
＝
の
効
果
的
な
実
施
）
の
三
つ
の
柱
で
あ
る
。

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
を
よ
り
行
動
的
な
組
織
体
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
が
、
２
０
２
１
年
の

第
９
回
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
大
会
に
お
い
て
こ
の
事
業
に
対

し
３
０
０
０
万
円
の
財
的
支
援
を
行
な
っ
た
事
業

で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
委
員
会
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
委
員
会
、タ
イ
委
員
会
、パ
キ
ス
タ
ン
委
員
会
、

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
青
年
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
六

つ
の
活
動
主
体
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
会

議
で
は
こ
の
事
業
の
さ
ら
な
る
実
施
を
展
望
し

た
。
ま
た
、
現
在
、
22
カ
国
に
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
各
国

委
員
会
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
各
国
委

員
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
必
要
性
が
認
識
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
お
け
る
法
整
備
や
政

府
登
録
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。さ
ら
に
、

ア
ジ
ア
に
は
50
を
超
え
る
国
が
あ
り
、
い
ま
だ
Ａ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
委
員
会
が
存
在
し
て
い
な
い
国
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
。
フ
ァ
ン

ド
レ
イ
ズ
に
関
し
て
は
よ
り
一
層
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

広
報
戦
略
の
実
施
や
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ

の
活
発
化
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
内
容
は
、
こ
の
拡
大
事
務
局
の

チ
ー
ム
作
り
で
あ
る
。
こ
の
一
環
と
し
て
各
人
の

宗
教
体
験
を
語
り
合
っ
た
。
自
身
が
い
か
に
し
て

宗
教
の
重
要
性
を
認
識
し
た
か
、
人
生
に
お
い
て

信
仰
を
持
つ
こ
と
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
験
を
分
か
ち
合
っ
た
。
ま
た
仏
教
寺
院

を
訪
れ
、
瞑
想
体
験
を
行
な
っ
た
。

　

会
議
の
総
括
を
行
な
っ
た
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
篠
原
祥

哲
事
務
総
長
は
、「
こ
の
１
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
よ
う
や
く
そ
れ
が
実
現
し
た
こ
と
で
事
務

局
が
一
つ
の
チ
ー
ム
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し

た
。
事
務
局
全
員
が
、
非
常
に
前
向
き
な
姿
勢
で

あ
る
。
混
迷
す
る
国
際
情
勢
に
お
い
て
、
Ａ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
が
平
和
創
造
に
向
け
た
希
望
と
い
う
明
る
さ
を

発
光
し
続
け
た
い
」
と
語
っ
た
。
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青
年
部
会 

ア
ジ
ア
学
院
を
訪
問

　

青
年
部
会
で
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
に
関
係
の
あ
る
講

師
や
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
を
行
う
と
と
も
に
「
食
」
に
焦
点
を

当
て
た
学
び
を
深
め
て
い
る
。そ
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
12
月
13
、14
日
に
学
校
法
人
ア
ジ
ア
学
院（
栃

木
県
那
須
塩
原
市
）
を
訪
問
。
食
べ
物
を
中
心
と

し
た
考
え
方
や
、
食
べ
物
と
い
の
ち
の
関
係
、
人

間
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
体
験
し
た
。

　

ア
ジ
ア
学
院
は
、
途
上
国
の
農
村
開
発
に
携
わ

る
人
材
を
養
成
す
る
国
際
機
関
と
し
て
発
足
。
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
で
農
村
開
発
に
携
わ
っ
て
い
た
キ

リ
ス
ト
教
会

と
キ
リ
ス
ト

教
団
体
の
要

請
に
応
え
、

宗
教
的
背
景

の
異
な
る
農

村
指
導
者
を

学
生
と
し
て

招
い
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。

　

１
日
目

は
、
山
下
崇

講
師
（
ア
ジ

ア
学
院
職
員
）が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、

学
院
の
歴
史
や
理
念
を
紹
介
し
た
後
、「
今
の
気
分

を
色
に
例
え
る
と
？
」
を
テ
ー
マ
に
気
持
ち
を
分

か
ち
合
う
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
を
行
い
、
広

大
な
敷
地
の
中
に
あ
る
農
地
や
鶏
舎
、
豚
舎
を
見

て
回
っ
た
。
野
菜
や
家
畜
を
育
て
、収
穫
や
調
理
、

そ
の
後
の
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
ア

ジ
ア
学
院
の
「
自
然
と
と
も
に
共
生
す
る
循
環
シ

ス
テ
ム
」
を
肌
で
感
じ
た
。

　

次
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
ア
ジ
ア
学
院
内
で
育
て

ら
れ
た
豚
肉
や
鶏
肉
、
野
菜
を
使
い
、
カ
レ
ー
を

つ
く
り
な
が
ら
多
文
化
体
験
が
で
き
る
「
イ
ン
ド

カ
レ
ー
作
り

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
行

っ
た
。ベ
ロ
・

ル
イ
パ
講
師

（
ア
ジ
ア
学

院
職
員
・
宣

教
師
）
が
食

前
の
祈
り
を

捧
げ
、
動
植

物
の
「
い
の

ち
を
頂
く
こ

と
の
意
味
」

を
か
み
し
め
な
が
ら
、
食
事
を
頂
く
時
間
と
な
っ

た
。

　

２
日
目
に
は
、「
朝
の
フ
ー
ド
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」

を
テ
ー
マ
に
堆
肥
の
素
と
な
る
落
ち
葉
を
集
め
る

作
業
を
体
験
。
日
陰
で
霜
が
降
り
る
環
境
の
中
で

も
、
無
我
夢
中
で
落
ち
葉
を
か
き
集
め
た
。
集
め

た
落
ち
葉
は
、
分
解
者
と
な
る
微
生
物
の
働
き
に

よ
っ
て
発
酵
が
進
み
、
適
切
な
温
度
管
理
を
行
っ

た
後
、
半
年
～
１
年
で
堆
肥
と
な
っ
て
い
く
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
土
を
作
る
分
解
者
が
い
か
に

重
要
か
学
ん
だ
。
目
に
見
え
な
い
自
然
の
働
き
や

循
環
が
私
た
ち
の
命
を
育
ん
で
い
る
こ
と
を
再
認

識
で
き
た
」「
衣
食
住
は
天
か
ら
の
恵
で
あ
り
、
そ

の
基
礎
は
土
で
あ
る
。
土
に
改
め
て
感
謝
の
気
持

ち
が
湧
い

た
」
な
ど
の

感
想
が
上
が

っ
た
。
今
回

の
体
験
を
機

に
、
今
年
５

月
に
行
わ
れ

る
青
年
部
会

発
足
50
周
年

記
念
事
業
へ

の
弾
み
を
つ

け
た
。

チャペルでのワークショップの様子

幹事会の様子

フードライフワークの様子
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2023・１・20

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
活
動
レ
ポ
ー
ト

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
が
財
的
支
援
を
行
っ
た
２

団
体
よ
り
左
記
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

■
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

　

２
０
２
２
年
２
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
人
道
危
機

が
勃
発
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
３
月
か
ら
10
月
末
ま
で

合
計
14
名
の
医
師
、
看
護
師
、
調
整
員
を
隣
国
ハ

ン
ガ
リ
ー
に
派
遣
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
外
の
避

難
者
の
た
め
に
医
療
を
中
心
と
し
た
支
援
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、厳
し
い
冬
を
迎
え
、

停
電
も
続
く
中
、
多
く
の
避
難
者
の
方
々
は
過
酷

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
こ

の
深
刻
な
事
態
が
今
後
も
長
期
化
す
る
こ
と
を
視

野
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
者
支
援
を
３
月
か
ら
共

に
行
っ
て
き
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
、キ
シ
ュ
バ
ル
ダ
に
あ

る
「
ヴ
ァ
ル

ダ
伝
統
文
化

協
会
」
と
ブ

ダ
ペ
ス
ト
を

拠
点
と
す
る

医
療
団
体

「
メ
ッ
ド
ス

ポ
ッ
ト
」、ウ

ク
ラ
イ
ナ
国

内
の
医
療
施

設
、
セ
ン
ト

ミ
ッ
シ
ェ
ル
小
児
総
合
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
（
ザ

ガ
ル
パ
ッ
チ
ャ
州
ウ
ジ
ホ
ロ
ド
地
区
）、ダ
イ
ナ
ス

テ
ィ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
ハ
リ
キ
ュ
ウ
）
の

４
団
体
を
通
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
で
避
難
さ

れ
て
い
る
よ
り
多
く
の
方
々
の
た
め
に
食
糧
、
医

薬
品
、
衣
料
品
、
日
用
品
、
ガ
ソ
リ
ン
代
、
光
熱

費
な
ど
の
物
資
な
ら
び
に
医
療
支
援
を
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日

本
委
員
会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

■
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人…

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
、
２
０

２
２
年
５
月
よ
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
事
務
所
を
開
設

し
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
支
援
」
を
目
指
し

て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
逃
れ
て
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難

民
の
方
々
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
で
避
難
を
続
け

る
国
内
避
難
民
、
そ
し
て
避
難
民
を
受
け
入
れ
て

い
る
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活
を
支
え
る
た

め
、
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

紛
争
の
影
響
で
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

人
々
の
中
で
も
、
低
所
得
層
や
社
会
的
な
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
な
ど
経
済
的
、
社
会
的
に
よ
り
脆
弱
な
状

況
に
あ
る
避
難
民
の
方
々
を
対
象
に
、
食
料
な
ど

の
物
資
支
援
、
避
難
先
の
対
応
、
必
要
な
機
材
の

調
達
な
ど
を
継
続

的
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

最
近
で
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
冬
は

マ
イ
ナ
ス
10
℃
以

下
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
極
度
の
寒

さ
に
備
え
た
燃
料

の
配
布
や
、
暖
房

設
備
・
住
居
等
の

整
備
、
冬
服
の
支

援
を
急
務
で
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
支
援
と
し
て
食
料
の
提

供
を
行
う
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
ポ
イ
ン
ト
（
炊
き
出

し
拠
点
）
の
整
備
・
運
営
も
同
時
に
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
難
民
・
避
難
民
の
方
々
の
生
活
の

安
定
と
、
将
来
的
な
自
立
を
目
指
し
た
中
長
期
支

援
に
注
力
し
て
お
り
、
生
活
の
「
保
護
」
と
「
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
を
両
立
さ
せ
る
、
自
立
型
の

支
援
を
目
指
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
ｓ
（Cash for Social 

Contributions

）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
Ｃ
Ｓ
Ｃ
ｓ
と
は
…
対
象
者
の
主
体
性
を
最
大
限

尊
重
し
、
そ
の
人
に
で
き
る
社
会
貢
献
（
モ
ノ
作

り
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
の
機
会
を
提
供
し
、
現

金
を
給
付
す
る
支
援
。
社
会
貢
献
を
仕
事
と
し
て

難
民
の
方
々
に
提
供
し
、
収
入
を
得
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
周
囲
の
人
々
に
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

ベレグスラーニー・ヘルプセンター仮設診
療所にて

キッチンポイントでの炊き出しの様子
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W
C
R
P
１
月
20
日
号
令
和
五
年
一
月
二
十
日
発
行
（
毎
月
一
回
二
十
日
発
行
）

第
五
一
九
号
発
行
人
・
戸
松
義
晴

発
行
所
・
公
益
財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

〒
一
六
六–

八
五
三
一　

東
京
都
杉
並
区
和
田
二–

七–

一
（
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
〇
三
）
三
三
八
四–

二
三
三
七　

HP

：ww
w
.w
crp.or.jp　

E-m
ail

：rfpj-info@
w
crp.or.jp

（　
　
　
　
　

   

）

頒
価
一
〇
〇
円
一
年
分
一
、〇
〇
〇
円  （
送
共
）

賛
助
会
員
の
購
読
料
に
つ
い
て
は
、

会
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。　

 　
　
　

土
は
生
き
て
る
！
腐
葉
土
が
発
酵
し
て
温
か
く
湯
気

が
出
て
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
土
は
命
の
源
で
あ
る

と
ア
ジ
ア
学
院
で
学
ん
だ
。

《
１
月
》

７
日　

 

日
本
バ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議 

第
３
回
公
開

講
座
（
共
催
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）

17
日　

総
合
企
画
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

26
日　

 

理
事
会
、
評
議
員
会
、
新
春
学
習
会
、
茶
話

交
流
会
（
東
京
・
立
正
佼
成
会
法
輪
閣
／
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
）

31
日　

 

気
候
危
機
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
「
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
い

の
ち
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
森
の
整
備
作
業

（
埼
玉
・
所
沢
）

《
２
月
》

10
～
13 

日　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー
（
韓
国
・
ソ
ウ
ル
／

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

17
日　

 

ス
ト
ッ
プ
！
核
兵
器
依
存
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

第
６
回
会
合
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

20
日　

女
性
部
会
第
５
回
委
員
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

22
日　

 

災
害
対
応
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
第
４
回
会
合

（
東
京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

28
日　

 

平
和
研
究
所
第
８
回
所
員
会
議
・
研
究
会
（
東

京
・
普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
）

　
　
　

青
年
部
会
第
４
回
幹
事
会
（
京
都
）

�

掲
載
内
容
の
無
断
転
載
を
禁
ず
。

土
息
（
と
い
き
）

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* -*-*-

* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --* --*

-*-*-
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
活
動

今
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
新
熟
語

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
事
務
局
が
日
常
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を
漢

字
２
文
字
で
表
し
新
し
い
熟
語
を
作
り
ま
す
。

し
、
最
後
に
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　

今
回
の
平
和
大
学
講
座
で
は
、
先
の
諸
宗
教
平

和
円
卓
会
議
を
受
け
て
、
諸
宗
教
が
紛
争
・
戦
争

当
事
者
を
含
め
、
平
和
の
た
め
に
何
を
訴
え
、
ど

う
行
動
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
皆
様
と
共
に
考

え
て
ま
い
り
た
い
。

○ 

日
時
：
２
０
２
３
年
３
月
14
日
㈫
14
時
～
17
時

○
開
催
方
法
： 

対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
）

○
テ
ー
マ
： 

戦
争
を
超
え
、
和
解
へ
―
諸
宗
教
は

訴
え
行
動
す
る

○
主
な
内
容
（
敬
称
略
）

【
基
調
発
題
】
塩
尻
和
子
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

竹
村
牧
男
（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　

神
谷
昌
道（
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

　

松
井
ケ
テ
ィ
（
清
泉
女
子
大
学
教
授
）

　

 

田
辺
寿
一
郎
（
早
稲
田
大
学
留
学
セ
ン
タ
ー
講

師
）

※ 

な
お
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
及
び
参
加
方
法
は

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

酒
井
教
雄
師
ご
逝
去

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会

に
多
大
な
ご
尽
力
を
く
だ

さ
い
ま
し
た
立
正
佼
成
会

元
理
事
長
・
酒
井
教
雄
師

が
、
２
０
２
２
年
12
月
25

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
井
師
は
、
１
９
９
６
年
か
ら
２
０
０
２
年
ま

で
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
評
議
員
、
２
０
１
２
年

か
ら
は
参
与
を
お
務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
国
際
委
員
会
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
と
し
て
、

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ト
ラ
ス
テ
ィ
ー
ズ
の
創

設
を
は
じ
め
、
様
々
な
国
際
的
な
宗
教
対
話
・
協

力
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
生
前
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
誼
に
感
謝
の
誠
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
ご
功
績
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
度 

平
和
大
学
講
座
の
ご
案
内

　

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
国
際
委

員
会
と
同
日
本
委
員
会
は
近
年
の
状
況
を
宗
教
の

立
場
か
ら
打
開
し
よ
う
と
、
昨
年
９
月
、「
戦
争
を

超
え
、
和
解
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
都
内
で
14

カ
国
の
宗
教
指
導
者
、政
府
関
係
者
ら
が
出
席
し
、

諸
宗
教
平
和
円
卓
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
円
卓

会
議
に
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
代
表
も
参
加


